




 

Ⅰ.はじめに 

 川崎病は急性期から回復期にかけて高率に心血管障害を起こすことはよく知

られており,これらの中で急死の原因として重要な冠動脈瘤は6カ月から1年の

経過で regress するものがかなりの数みられる 1)～4)。一方,川崎病発症から 6

カ月以上経過した例に後遺症としての coronary heart disease がどの程度にあ

るかは必ずしも確実でない。私どもは学校保健上問題になっている川崎病の後

遺症としての coronary heart disease の発生率,パターンを知る目的で,川崎病

と診断された 150 名について心音,ECG,冠動脈造影で経過を追い検討した。 


